
　　　
九重ふるさと自然学校

　九重ふるさと自然学校では森林に暮らすチョウの生息地を守る取り組みの一環として、雑木林の下草刈り
や落ち葉掻きを実施します。林床を整備することで様々な植物が育ち、チョウの種数増加が期待されます。
環境保全に興味がある方、九重町に棲む生きものを守りたい方、自然学校スタッフと是非たくさんのチョウが
舞う環境を一緒に作っていきませんか？たくさんのご応募おまちしております。

【 日 　 時 】

【 内 　 容 】

【 持 ち 物 】

【刈払機使用の方】

【 集 合 場 所 】
		
	

① 11 月 2 日（日）　10：00 ～ 15：30						    
　（※雨天の場合は 11 月 29 日（土）に延期）

・�ススキなどの下草刈り（刈払機の使用は
　「刈払機取扱作業者安全衛生教育」受講修了者のみ可）
・草集め（刈払機を使用しない方）						    
・落ち葉かき（熊手で集めて集積します）	

長袖・長ズボンの汚れてよい服装、防寒着、
長靴（汚れてよい靴）、作業袋、帽子、タオル、昼食、飲み物

刈払機（お持ちの方。自然学校のものも貸出可）、刈払機取扱作業者安全衛生教育
修了証、安全装具（お持ちの方）※燃料（混合油）は自然学校で準備します。

九重ふるさと自然学校　事務所（大分県玖珠郡九重町田野 1726-408）

～チョウの生息地：雑木林整備のご案内～

ミドリヒョウモン

　9 月の中旬以降になって、朝晩が冷え込むようになり、
長く暑い夏の終わりをようやく感じられるようになりました。
　全国では、局地的な線状降水帯が発生し、多くの自治
体で被害が深刻化しています。雷も連日のように発生し、
多くの家屋で火災になる事象もありました。これまで、異
常気象という言葉を使ってきましたが、異常ではなく当たり
前の現実となって参りました。
　また、本州や北海道では熊が市街地に出没して人を襲う
という事件も発生しています。私たちが住む九州地方に熊
はいませんが、猪や鹿による農作物や樹木の食害が毎年
のように発生しており、これまでとは何かが違う環境になっ
ていると感じます。
　さて、本年の 4 月より、九重町、九重町商工会、九重

Vol.32

とびらをあけて

九重町長　日野 康志

町 長 コ ラ ム 町観光協会の 3者で「一般社団法人ここのえ町づくり公
社」が発足し半年がたちました。３名の社員を中心に、行
政とタイアップを図りながら、賑わいや儲かる観光地を目指
して、ＤＭＯの登録申請やマーケティング事業などを、デー
タに基づいて展開しています。最近では、台湾の会社や
県内の大学などと交流しながら、新たな商品開発を目指し
ています。そして、観光から農業や福祉などあらゆる分野
を繋ぎ、民間事業の活性化に努めて参ります。
　町の振興は、町民福祉の向上と民間事業の発展が不可
欠です。行政でできることと民間でできることを振り分け、
自立（自律）することが大切と考えます。そして、お互いが
支え合う精神こそが、もっともっと大切です。行政も、皆
さんを支えられるよう努力して参りますので、皆さんも支え
てください。よろしくお願い申し上げます。
　人口減少は、全国的な大きな問題ですが、人の奪い合
いでは解決できません。事業も、これまでどおりにはなりま
せん。発想の転換が必要です。人口が減少しても持続可
能な町をつくるためには、人と人との支え合いや自治体同
士の支え合いが大切です。人を思いやる「利他の心」こ
そが、最後に自分たちに返ってくると信じて。

1717 広報ここのえ　2025.10月号広報ここのえ　2025.10月号



　　
　　　

　９月１８日に第４回「なるほど“ザ”人権講座」を開催しました。
　今回は「部落差別の現実を知る」をテーマに、九重町人
権意識調査の結果報告を行った後、部落解放同盟大分県
連合会九重支部支部長・松山マツ子氏を講師にお迎えしま
した。松山氏にはご自身の経験をもとに、今もなお残る部
落差別の現実や、部落問題との向き合い方についてご講
演いただきました。
　参加者からは、
「寝た子を起こすなではなく、現実に起きたことを伝え、
学習していくことが大事だと思った。」

人権

No.349

「九重町で実際にあった差別のことを伝えていただき、
身近な差別を知ることで自分事として考えることができた。」
といった声が寄せられ、部落問題を「自分には関係ない
こと」とせず、意識を改める姿が見受けられました。
　グループ討議では、「親戚から結婚差別的な発言があっ
たら？」という議題をもとに、当事者と第三者それぞれの
立場から「自分ならどう対応するか」を話し合いました。　　　　
　討議の中では、
「差別された人だけが悲しい思いをし、学習し、運動し
ていくのはおかしい。」
「結婚差別に限らず、そのような場面に遭遇した時に、
正しい意見を言えるようになりたい。」
といった意見が挙がり、「差別をなくすためには、誰もが
自分ごととして考え、行動していく姿勢が求められる」と
いう共通の思いが浮かび上がりました。
　本講座の大きな特長のひとつは、グループでの話し合
いにあります。自分の中で漠然としていた思いを言葉にす
ることで整理でき、また他の参加者の意見を聞くことで、
自分にはなかった多様な考え方に触れることができます。

　いよいよ次回は最終回！
　テーマは「わが子にどのようにして部落差別を伝えてい
くか？」です。
　　　　　　                　　 　　   　　（社会教育課）

なるほど“ザ”人権講座
第4回講座を開催しました。
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新刊・新着図書案内　～日差しの傾きと日暮れの早さに深まる秋を感じます。長くなった夜に読書はいかが？～

　　　　　　　　　　　　　ほんの森10月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

　苦手な読書が好きになる！ゼロからの読書教室	 読書猿
　本が読めない33歳が国語の教科書を読む	 かまど
　読むだけでグングン頭が良くなる下ネタ大全	 堀元見　
　煩悩と生きる	 中野信子
　運のトリセツ	 黒川伊保子
　�ハーバード、スタンフォード、オックスフォード…科学的に証明されたすごい習慣大百科	 堀田秀吾
　�AIのド素人ですが、10年後も仕事とお金に困らない方法を教えてください！	 木内翔太
　読むだけ小論文　法・政治・経済・人文・情報系編	 樋口裕一
　頭がいい社長は会社のお金のココしか見ない	 市ノ澤翔
　いつの間にか仲良くなっている人たちの世界	 野口敏
　スマホ時代の「眼」メンテナンス	 栗原大智
　1日1分で身体が整う首のセルフケア	 能瀬千恵
　脂質起動	 山田悟
　バカ親につけるクスリ	 堀江貴文
　大人も読みたいこどもの本200	
　ベビーサイン図鑑	 吉中みちる
　こんなことで、死にたくなかった	 高木徹也
　すべてを蒸したいせいろレシピ	 りよ子
　本気のワンパンパスタ	 リュウジ
　かんたん・かわいい・使いやすい巾着ポーチと巾着バッグ	
　かぎ針で編む50の動物あみぐるみ	 ケリー・ロード
　暮らしのまんなか　vol.41	
　台湾‘26まっぷるマガジン	
　るるぶ韓国‘26	
　東京観光‘26まっぷるマガジン	
　るるぶ大阪・関西万博へ行こう！	
　るるぶジャングリア沖縄	 その他多数

図書館だより

●����児童図書・コミック
　ぼくのいえ　	 鈴木のりたけ
　はじめての国宝　小学館の図鑑NEO	 青柳正規
　飼育と観察　小学館の図鑑NEO	 筒井学
　あそべるひらめくきせつの図鑑	 横山洋子
　クイズで地頭がみるみる良くなる思考力チャレンジ	小学校教育研究会
　しお　はじめてのサイエンス	 セシル・ジュグラ
　さみしい夜にはペンを持て	 古賀史健
　AIロボット世界のサバイバル１と２	 ゴムドリCO.
　点字を学んでみよう	 日本点字委員会
　中高生のソフトテニス　マンガ×動画×写真で3倍よくわかる	 柴田章平
　お城の迷路	 香川元太郎
　最新きょうりゅう220なまえ大ずかん	 その他多数
	
●�一般図書
　マスカレード・ライフ	 東野圭吾
　俺ではない炎上	 浅倉秋成
　バンクハザードへようこそ	 中山七里
　蛍たちの祈り	 町田そのこ
　深淵のテレパス（創元ホラー長編賞受賞）	 上條一輝
　朝からブルマンの男（創元ミステリ短編賞受賞作４）	 水見はがね
　チョコレート・ピース　	 青山美智子
　乱歩と千畝　RAMPOとSEMPO	 青柳碧人
　奇のくに風土記	 木内昇
　昭和探偵物語	 天童荒太
　牛歩なれども	 甲斐素純
　アウト老のすすめ	 みうらじゅん

　読書週間の季節がやってきました！今年の標語は「こころとあたまの、深呼吸」です。
　今年は、４つのイベントをご用意しています。皆さんのご来館をお待ちしております！

★ �2023 年の春イベで実施した「絵本のリレー」の小説版です。
今回は「物語＝小説」しばりで推し本をつないでいきましょう♪

★�展示されている推し本（小説）を借りて→自分の推し本を代わり
に展示すれば参加賞（クリアファイル）ゲットです！（ひとり1 回）

★�１年ぶりのココドクです。日曜日ですが、開始時刻はいつもと同じです。
★��オススメの本を１冊持ち寄り、お茶をいただきながら本を紹介し合うゆ

るい読書会です。
★参加者は一般の方のみ。先着２０名です。

★�スポーツの秋、食欲の秋、芸術の秋、読書の秋、行楽の秋、勉強の
秋など「〇〇の秋」といわれる本をカウンター近くのワゴンにまとめました。
そこから借りてくださった方には、期間中しおりをプレゼントします♪

★�期間中は、ワゴンの本を借りるたびにしおりをさしあげます。何度でもど
うぞ♪

★� 「県内公共図書館による共通イベント」として読書週間恒例の
企画展です。

★�県内の各図書館の蔵書から、インパクトのあるタイトルの本を紹
介する企画展！紹介コメントから新たな本との出会いが始まるか
も。お取り寄せも、貸出もＯＫです！

『秋の読書週間―イベントのご案内！』

　１０月の担当グループは「スター」のみなさんでした。
１１月は「ぷちトマト」（11/8 予定）のみなさんです。
　絵本は心の栄養です。たっぷりたくさん読んであげた
いですね！

　年明けのお年玉プレゼントとして、先着 500 名様にキウイをプレゼントしてきましたが、キウイの木の寿命が近くなっ
てきたため、残念ですが今回が最後になります。今年は 12 月から、追熟ができたものからどんどんお配りしていきます！
先着 600 名様の予定です。（※図書館の資料を借りた方ひとり1 個ずつ。無くなり次第終了です）

●「おはなし会」 毎月第2土曜
　（10時30分~11時）

「お年玉キウイの配布について」

お知らせ .1

お知らせ .2
▲９月のおはなし会の様子。

▲読んだ本は展示してます。

期間：１０/ ２１（火）～１１/ １２（水）
バトンをつなごう！「物語のリレー」

ＫＯＫＯＤＯＫＵ（ココドク）ｉｎオータム おとな限定　夜の図書館　第十二夜

「〇〇の秋を楽しむ本」はいかがですか？

成人部門・児童部門インパクトタイトル王選手権
期日：１１/ ２（日） 午後7 時～８時半　
申込先76-3888（図書館）締切10/26（日）

期間：１０/ ２１（火）～１１/ １２（水）

期間：１０/ ２３（木）～１１/ ９（日）
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　�入学を希望する幼児の保護者
は、受付期間内に所定の入学願
書・調査票に必要事項を記入の
うえ、大分県立聾学校事務室に
提出してください。郵送の場合は
「書留」でお願いします。
　〒８７０－００２６
　大分市金池町３丁目１－60　
　大分県立聾学校長　宛
■出願関係書類の交付
　��令和７年12 月1 日㈪から大分県
立聾学校事務室にて交付します。
平日午前９時から午後４時まで。
同日以降ホームページからも様式
のダウンロードができます。

■面接日　令和８年２月４日㈬
■お問い合わせ
　�大分県立聾学校
　（☎０９７－５３８－６６６１）

■と　き
　11 月19 日㈬
　午後１時～午後５時
■ところ　大分自動車学校（大分市）
■定　員　30 名程度( 事前予約制）
■申込期限　�11 月4 日㈫
■その他
　�運転体験を希望される方は、普通
自動車免許（AT 限定を除く）取
得後１年以上経過していること。

■申込み・お問い合わせ
　（一社）大分県バス協会
　（☎０９７－５５８－３９４６）
　※平日午前9 時～午後5 時

■と　き
　�11 月２日㈰
　午前10 時10 分から受付
■予　約　不要
■参加料　無料
■内　容
　�校内見学、オフィスビジネス科、
ガーデンエクステリア科において
訓練状況の説明、訓練体験等

■お問い合わせ
　�大分県立日田高等技術専門校　
（☎０９７３－２２－０７８９）

暮らしの情報　●

験合格が必要です。
希望者は県ホームページをご確認く
ださい。
■申込期間
　11 月4 日㈫～12 月10 日㈬
■研修日　令和８年２月５日㈭
■試験日　令和８年２月12 日㈭　
■お問い合わせ
　�大分県地域農業振興課
　（☎０９７－５０６－３６６１）

■と　き
　12 月9 日㈫
　午前10 時～午後３時
■ところ
　�日田市教育委員会
　（市役所別館・日田市教育庁３階）
■対　象
　�視覚障がいのある乳幼児・児童・
生徒・成人、及びその保護者・関
係者（保育士・教員等）

■相談内容
　�家庭での接し方や、保育・教育・医
療に関すること。　

■申込方法
　�希望者は市町村教育委員会へお問
い合わせの上、「相談票」を、市町村
教育委員会にご提出ください。

　�高校生以上の方は盲学校にお問
い合わせください。

■申込期限　11 月21 日㈮
■お問い合わせ　
　�大分県立盲学校
　（☎０９７- ５３２- ２６３８）

■と　き
　募集期間　10 月27 日㈪～
　　　　　　11 月12 日㈬まで
　試験日　　11 月21 日㈮
　合格発表　11 月27 日㈭
■募集内容

　・オフィスビジネス科
　・�コンピューターの基礎知識と応
用技術及びワープロ、簿記、会
計等の事務処理について習得

　・前・後期合わせて10 名程度
　・�令和８年３月に高等学校卒業

見込みの方
■入 校 日　�令和８年４月７日㈫
■訓練期間　１年間（４月入校）
■授業料
　�無料
　（入校時に教科書等の実費必要）
■お問い合わせ
　大分県立日田高等技術専門校
　（☎０９７３－２２－０７８９）

■募集コース
　３ＤＣＡＤ活用科
　建築ＣＡＤ・リフォーム技術科
　ビル管理技術科
■募集期間
　11 月27 日㈭～12 月25 日㈭
■訓練期間
　令和8 年２月３日㈫～７月29 日㈬
■その他　
　�説明会11 月11 日㈫、25 日㈫、
見学会11 月4 日㈫、18 日㈫

■申込・お問い合わせ　
　�ポリテクセンター大分
　( ☎０９７－５２９－８６１５）

■募集対象
　�両耳の聴力のレベルがおおむね60
デジベル以上のもののうち、補聴器
等の使用によっても通常の話し声
を解することが不可能または著しく
困難なもの

　�令和２年４月２日から令和５年４月
１日までに生まれた幼児で、大分県
内に在住する者

■出願手続き
　・受付期間
　�令和８年１月５日㈪～１月23 日㈮
　平日午前９時～午後４時
　・提出先

大分県立日田高等技術専門校
令和８年度訓練生募集
（高校新卒後期）

第２回「目と見え方の教育相談会」
受講料無料！ 12 月受講生募集
（ハロートレーニング）

◀�大分県ＨＰ

お知らせ

大分県立聾学校幼稚部
入学者募集について

バス運転士募集「バス会社説
明会＆バス運転体験会」

大分県立日田高等技術専門校
令和７年度オープンキャンパス
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【電話・面接相談】
■と　き
　�月曜日～金曜日（祝日、振替休日、
年末年始の休日を除く）

　午前８時30 分～正午、
　午後１時～午後５時15 分
■ところ　大分県庁　別館５階
■お問い合わせ
　交通事故相談所
　（県生活環境部生活環境企画課内）
　（☎０９７－５０６－２１６６）

【巡回相談〔予約制〕】
■と　き
　11 月11 日㈫
　午前10 時30 分～午後３時
■ところ　県西部振興局（日田市）
■お問い合わせ　
　県西部振興局
　（☎０９７３－２３－２２００）

■と　き
　平日の午前９時～正午、
　午後１時～午後５時
■ところ　日田公証役場（日田市）
■内　容　
　�①�遺言のほか、高齢者等の財産

管理、土地・建物の賃貸借・売
買、金銭貸借、離婚給付、尊厳
死宣言などの公正証書の作成
に関する相談　

　②�会社定款や契約書類の認証等
に関する相談　

　③相続問題に関する相談
■その他　電話で事前受付が必要
■お問い合わせ
　日田公証役場
　（☎０９７３－２４－６７５１）

■と　き
　11月６日㈭　午後１時～午後３時
■ところ
　九重町役場３階３０２会議室
■内　容
　�相続、遺言、農地転用、許認可申
請、技能実習等外国人雇用等

■お問い合わせ
　大分県行政書士会日田支部
　（☎０９０－８２８９－４６６４）

■と　き
　11月19日㈬　午前10 時～正午
■ところ
　九重町役場３階３０２会議室
■その他　予約不要。相談無料。
■お問い合わせ
　�大分県行政監視行政相談センタ
ー（きくみみ大分）

　（☎０９７－５３２－３７１５）

ひとり親家庭などの父母、寡婦（夫）
の方を対象に無料法律相談会及び
面会交流相談会を実施します。

【無料法律相談会】
■と　き
　11月18日㈫　午後1時～午後4時
■ところ
　�九重町役場3 階302 会議室
■弁護士　 �平松まゆき 弁護士

【面会交流相談会】
■と　き
　11月21日㈮
　午後１時～午後4 時
■ところ
　�九重町役場3 階302 会議室
■相談員　小山三惠子 相談員
■申込期限　11月10日㈪
■対象者
　�玖珠町・九重町在住のひとり親
の方（※離婚を考えている方の相
談も可能です）

■その他
　�相談無料　一人につき30分間
■お問い合わせ
　�九重町役場　健康・子育て支援課
　（☎０９７３－７６－３８２８）

■と　き
　令和8 年１月12 日（月祝)　
　午前10 時開始

■ところ
　�大分大学（大分市）、県立佐伯豊
南高校（佐伯市）

■願書の配布
　�・�大分市消防局・東・南署（予防

課）、各出張所・分署
　・�県内各地域消防本部予防課
　・�（一財）消防試験研究センター
       大分県支部
■願書受付期間
　11 月14 日㈮～11 月26 日㈬
■願書提出先・お問い合わせ
　�（一財）消防試験研究センター
　大分県支部
　〒870 －0034　
　大分市都町1-2-19
　大分都町第一生命ビルディング5 階
　（☎０９７－５３７－０４２７）

■と　き　12 月18 日㈭
■ところ　Ｊ:ＣＯＭホルトホール大分
■受付期間
　�11 月６日㈭～11 月13 日㈭
■受講料　7,000 円
■定　員　�152 名（予定）
■申込方法
　�ホームページよりインターネット
で申込み又は受講申請書により
ＦＡＸにて申込み
　�※詳しくは（一財）日本防火・防
災協会のホームページをご確認
ください

■お問い合わせ
　�（一財）日本防火・防災協会
　（☎０３－６２６３－９９０３）
　（FAX ０３－６２７４－６９７７）

県では農薬の安全使用・適正販売を
推進するため、農薬や病害虫防除、関
係法令等に関する知識を有する「大
分県農薬指導士」を育成しています。
資格取得のためには、研修受講と試

各種相談（相談無料）

大分県交通事故相談

遺言等無料公証相談

行政書士会日田支部無料相談会

●　暮らしの情報

行政相談所

甲種防火管理（再）講習

「ひとり親のための無料法律
相談会」、「面会交流相談会」

大分県農薬指導士
新規認定研修・試験

◀�日本防火・
　防災協会ＨＰ

試験・講習会

令和７年度第２回消防設備士試験
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■その他
　�入場無料
■お問い合わせ
　�大分刑務所
　（☎０９７―５４６―３１５３）

大分県労働局では、毎年１１月の第３
水曜日を「県民ノー残業デー」として、
大分県民全体での定時退社の取組
を呼びかけています。
長時間労働の削減は、働く人にとって
は心身の健康保持・増進、会社にとっ
ては生産性や企業のイメージ向上に
つながります。
１１月19 日㈬は、ワークライフバラン
スの実現のため定時で帰る取り組み
をしましょう！

■と　き
　11 月28 日㈮
　午前10 時～正午
　午後１時45 分～４時
■ところ
　九重町役場　玄関フロア
■お問い合わせ
　健康・子育て支援課
　（☎０９７３－７６－３８３８）
 

暮らしの情報　●

■と　き
　11 月１日㈯午前10 時～午後4 時
　11 月2日㈰午前10 時～午後3 時
■ところ
　大分県立工科短期大学校
■内　容　
　�ＡＲ（拡張現実）体験、ものづくり
教室、ゲーム、模擬店、各種団体
催し物等

■お問い合わせ
　大分県立工科短期大学校
　（☎０９７９－２３－５５００）

■出願資格
　・�保護者等が大分県内に住所を

有する者。
　・�大学（通信により教育を行う課

程、別科、専攻科、大学院を除
く。）及び短期大学に在学、また
は進学を希望するもので当会
の定める基準を満たす者。

■出願期限
　令和８年１月５日㈪消印有効
■貸与期間　
　�令和８年４月から在学する学校
の正規の最短修業期間

■特　徴　
　・奨学金は無利子の貸与です。
　・�申込者の中から里見奨学金（給
付）に推薦します。文系学部、理
工系学部問わず（但し、医学
部、薬学部国家試験課程除く）

■その他
　�貸与月額等についてはホームペ
ージをご覧いただくかお問い合わ
せわせください。

■お問い合わせ
　公益財団法人大分県奨学会
　（☎０９７－５０６－５６２０）

大分県では令和８年９月に大分県地
域公共交通計画の更新をする予定と
しています。県全体の地域交通の確
保維持対策などについて県民の意見
を広く反映させるため、一般公募委員
を募集します。詳細は大分県ホームペ
ージをご覧ください。
任期は就任の日から令和８年９月30
日までです。
■申込方法
　�大分県のホームページより応募
用紙をダウンロードの上必要事
項を記入の上ご提出ください。

■募集期間
　�11 月７日㈮午後５時必着
■応募資格
　�①大分県内に居住もしくは通勤・
通学しており、令和7 年11 月中
旬以降の平日日中に開催する予
定の分科会に出席できる方。

　�※会議は県内４地域で行う予定
であり、居住自治体により出席場
所を指定させていただきます。

　�②地域公共交通に興味・関心が
ある方

■募集定員
　�各会議場所につき２名以内
■お問い合わせ
　�大分県地域交通・物流対策室　
（☎０９７－５０６－２１５３）

大分刑務所では「社会を明るくする運
動」の一環として、大分矯正展を開催
します。
■と　き
　�11 月３日㈪午前9 時～午後4 時
■ところ
　�大分刑務所( 大分市）
■内　容
　�刑務所作業製品の展示、即売
会、矯正広報、所内見学など（内
容は変更する場合があります。）

　�※感染症や災害などの影響によ
り、中止することがあります。

大分県地域公共交通活性化協議会
分科会一般公募委員の募集について

第 26 回大分県立工科短期大学校
学園祭「昴華祭」（こうかさい）

令和８年度大学奨学生募集のお知らせ

11月 19 日㈬は県民ノー残業デーです！

献血にご協力をお願いします！

第 41 回大分矯正展の開催

◀大分県奨学会
　　ＨＰ

◀�大分県ＨＰ
◀�大分赤十字
血液センター
バススケジュール
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も
う
晩
秋
。
秋
の
名

残
り
を
感
じ
る
一
句
、
お
仕
立
て
く
だ
さ
い
。（
選
者
拝
）

方
言
俳
句
に
挑
戦
懇
親
句
会
の
開
催

　

豊
國
隆
信
さ
ん
が
編
集
し
た『
ま
る
っ
と
大
分
弁
俳
句
』の
刊
行
を
記
念
し
て
寿
大
学
文
芸
部
や
わ
い
た
句
会

な
ど
が
九
月
十
六
日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
合
同
句
会
を
開
き「
方
言
俳
句
」
で
親
交
を
温
め
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の

結
果
で
す
。

ト
ッ
プ
賞　

な
ん
か
か
る
妻
と
こ
い
さ
は
星
月
夜　
　
　
　
　
　

古
後　

粒
勝

次　
　

点　

そ
げ
な
こ
つ
気
に
し
な
は
ん
な
秋
の
空　
　
　
　
　

安
部
ス
エ
ノ

高
点
句　

柿
熟
れ
ち
ひ
も
じ
い
戦
後
ひ
ろ
つ
い
た　
　
　
　
　

甲
斐
加
代
子

　
　
　
　
　

秋
の
茄
子
隣
ん
嫁
ご
に
お
き
に
ゃ
ん
た　
　
　
　
　

竹
尾　

友
彦

　
　
　
　
　

ど
ん
こ
ん
な
ら
ん
一
寸
ず
り
の
盆
帰
省　
　
　
　
　

高
倉　

直
人

　
　
　
　
　

み
ち
み
な
い
止
め
ち
ゅ
う
た
ん
に
蜂
刺
さ
れ　
　
　

時
松　

干
城

〇�

豊
國
先
生
の
指
導
で
初
め
て
の
挑
戦
で
し
た
が
、
楽
し
い
句
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
全
部
を
紹
介
で
き

な
い
の
が
残
念
で
す
。
ま
た
の
機
会
に
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

蟋こ

お　

蟀ろ

ぎ
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● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号 ● 

歯 

科 

医

月 日 医院名 住所 電話番号
10月 19 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711 11 月 ２日 村 山 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3303

26 日 三池循環器科内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101 ３日 相 良 歯 科 医 院 塚 脇 0973-72-0214
11月 2 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167 23 日 石 松 朗 歯 科 医 院 日田市 0973-24-3718

3 日 渓和ファミリークリニック 町 田 0973-78-8088 24 日 またけ歯科クリニック 日田市 0973-28-7688
9 日 友成（塚脇）医院 塚 脇 0973-72-0330
16 日 協 心 橋 病 院 帆 足 0973-72-2135
23 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121
24 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 0973-72-2143
30 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127

　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

 10
月

号
令

和
7年

10月
17日

発
行（

通
巻

833号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

未
来

デ
ザ

イ
ン

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111	
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

10
月
・
11
月
の
休
日
当
番
医

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
9 月1 日～ 9月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,099 人 （ - 1 4 ）
男 3,883 人 （ - 3 ）
女 4,216 人 （ - 1 1 ）

世帯 3,809 （ - 2 ）
（　）は前月からの増減

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

　　

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

110 交通安全 2025.9 月末
町内地区別事故発生状況　※速報値

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 4 2 13 15
野 上 4 4 41 45
飯 田 1 1 119 120
南山田 1 5 5 58 63

計 1 14 12 231 243

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

梅
う め き
木　 章

あきら
75 奥 双 石

佐
さ と う
藤　 敏

と し こ
子 86 中 板

田
た も と
本　 正

ま さ こ
子 92 須 久 保

寺
てらおか
岡ヨ

よ し こ
シ子 94 中 村 上

冨
と み た
田ツ

つ ぎ こ
ギ子 101 中 村

吉
よしみつ
光キ

き ぬ え
ヌヱ 97 桐 木 三

若
わかすぎ
杉セ

せ つ こ
ツ子 100 口 ノ 園

10月生まれ

菅
す が

家 凛
り ん こ

子 さん

（保護者：菅
す が

家敏
と し き

貴）
2歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 未来デザイン推進課 ( ☎ 76-3874)

11月がお誕生日のお子さん
１0月31日（金）

12月がお誕生日のお子さん
１2月1日（月）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

●�当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市 0977-21-5657）で対応します。

編集後記
　朝晩が涼しくなり、秋の訪れを感じられるように
なりました。しかし日中はまだまだ暑さを感じる日
があり、寒暖差に体調を崩してしまいそうです。
　さて、9 月 15 日は敬老の日でした。紙面でも
100 歳の誕生日を迎えた方、町内最高齢となった
方をご紹介させていただきました。お話を伺う中
で、皆さんに共通するのは日々の生活の中で、楽
しみにしていることがあるということでした。特別
なことでなくてもそういった少しずつの積み重ねが
心も体も支えてくれるのかもしないと感じました。

　　　　　 　　　  　T.U
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